
第５次行財政改革大綱に基づく2024年度の取組み状況と今後の取組み 資料

上位目的：【地域のめざす姿】 「豊岡で暮らしてよかったとみんなが実感できるまち」

戦略目的：【市役所のめざす姿】「限られた資本と多様性を活かし、
市民の視点で公共サービスが持続可能な状態で提供されている」

５つの柱

01 公共サービスが多様な人たちによって創造されている

02 多様な市民の思い・願いが尊重されている

03 さまざまな豊岡の資本が効果的に活用されている

04 デジタル社会を前提とした市役所になっている

05 すべての職員にとって働きがいのある市役所になっている



Ｑあなたは、豊岡市で暮らすことに価値や魅力を感じていますか。

（豊岡市まちづくりアンケート 政策モニタリング調査 2025）



Ｑ市⺠と市役所の協働により地域の
課題解決が行われていると感じるか。

（豊岡市まちづくりアンケート 政策モニタリング調査 2025）



（豊岡市まちづくりアンケート 政策モニタリング調査 2025）

Ｑ市⺠の多様な意⾒が尊重されていると感じるか。



4つの重点項目



重点項目 １ : 手続等のオンライン化率100％

2025年度4〜6月末 新たに20件をオンライン化



重点項目 ２ : 正規職員数24人削減（一般事務職等定年退職者の1/2不補充）

年度 正規職員数
会計年度
任用職員数 職員数総計

人口
（各年9月末）
市HPより

市⺠100人
当たりの
職員数

2018 886 644 1,530 82,188 1.86
2019 890 649 1,539 81,059 1.9
2020 887 649 1,536 80,010 1.92
2021 891 666 1,557 79,126 1.97
2022 889 617 1,506 78,020 1.93
2023 876 605 1,481 76,788 1.93
2024 876 603 1,479 75,451 1.96
2025 876 655 1,531 74,506 2.05

（単位：人）



重点項目 ３ : 実質単年度収支の均衡
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・従前は⼤幅な⿊字で推移。
・2016年度から普通交付税の合併算定
替えの段階的縮減により急激に悪化。

・近年はふるさと納税が好調で、この
歳入増加により収支バランスを図っ
ている。

※ 2024は決算審査前
につき参考値

（修正の可能性あり）

（単位：千円）

（豊岡市Webサイト：財政状況資料集より）



重点項目 ４ : 豊岡市ワークイノベーション表彰基準の達成（定量的に測定できない項目を除く）

【現在設定している
市役所全体の目標】

〇時間外勤務については
週1回100％の19：00までの退庁

（帰ろうデーの取組み）

〇有給休暇については、
年間5日以上の取得

達成状況に応じて
増やしていくことを検討中

（総務部人事課）

・・・職員意識調査で評価中の項目

・・・達成ができていない項目

左記以外は、既に達成ができている、
もしくは、市役所にそぐわない項目である。・・・対象外の項目



【具体的な取組事例】
・高橋地区乗合交通プロジェクト（2024～）
・地域配送DX(2023～)
・豊岡スマートコミュニティ推進機構：

城崎福祉車両パーキング事業（2025～）

【具体的な取組事例】
・市が運営する委員会などにおける男女比を50：50に近づける

→ 75件の委員会等の委員
1,019人のうち308人：30.2％が女性委員(2025.4.1時点)

・自分ごと化会議の実施状況（2024～）
・豊岡スマートコミュニティ推進機構：

みんな×エール（2024～）

・豊岡若者会議（2022～）
・市政懇談会

・・・

・・・

柱と具体的な取組みについて

【具体的な取組事例】
・2025年度からアドバイザーと連携し取組みを開始

地域資本（６種）の可視化を目指している
・先進地への視察（瀬戸内市などを予定）

→ 可視化後の地域資本の活かし方については
次回以降、委員会でもご議論いただく

・・・



・・・ 【具体的な取組事例】
・市役所手続きのオンライン化
・高齢者スマホ教室など市民ニーズに合ったデジタル活用支援検討

・全職員テキストコミュニケーション（Slack）の標準化
（職員間の内線電話の利用廃止・縮小）

・職員に必要性の高いデジタルツール・スキルの選定
→ デジタルツールの利用状況・研修会の受講状況

・職員数の削減
・企業等からの職員受入れ など

・・・ 【具体的な取組事例】
・職員意識調査の実施・結果の活用
・職員の働き方の柔軟性向上の取組み

→ テレワーク、時差出勤、時短勤務、庁内副業制度、
自己啓発休業など

・庁内公募による異動希望者の募集（市長公室経営企画課未来共創室）

・組織を横断した若手職員組織改革チームXmeetingの実施

・働きがいがあり、働きやすい市役所プロジェクトの実施
→ 職員の声、職員アセスメント、職場ヒアリング、

管理職マネジメントプログラム
など

柱と具体的な取組みについて



ご参考.



豊岡市
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